






A Method to Detect the Syllable Strings of Self-repair in 
Spontaneous Speech Using N -gram Model 
Tetsuo ARAKI. sa旬ruIKEHARA and Nao旬開SH到A
(R，配泡ivedFeb. 27， 1998) 
官邸 paperproposes a method旬 detect出.esむingsof self-repairs occuring泊
spontaneous speech. which are assumedωbe represented wi白 s位ingsof sy11ables 
ob旬ined∞rrectlyby accous'包c processing. using n -gram mode1 and Markov 
mode1s of sy11ables. 
This me血odos de<沿Impo:関dof也efol】owingtwo steps: The first step is句
detect al of the戸irs(伺11edas n-gram pair) wi出 thesame substrings ap:戸aredin 
dialogue sentence using n-gr.un低回ctionJhe'白。ds. The se<冶，ndstep is to 
determine whether n-gram戸iris se1f-re戸iror not. us:時抽出ovmodels of 
sy1ables. 
This method is e耳把:rimen旬lyeva1uated旬 beeffective using A TR database of 
dia1ogue. 


















(1) (M 1 1fl'!Jf)このような n官ram抽出法を用いて、一文中に現れる連続して共起する繰
り返し文字列 (n-gram) の組をすべて洗い出す処理と、











































言い直し表現の検出方法は、図 1のように 2段階に分けて行われる。まず、第 1段階の処
理では、 n・gram方法を用いて対話文中に現れる同一音節列の組 (1・gram) をすべて抽出す
る。その際、連鎖型または離散型の共起表現である一対の n-gramの組を抽出するに当た
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P (%) R (%) PxR P (%) R (%) 
第1の方法ト諒 7.31 98.0 7.17 36.6(71/194) 71.0(71/1∞) (98/1340) 。町1∞) 16.0(98/611) 98.0(98/1 00) 
第2の方法目|最小宣 伝 o 1 91.0 41.0 82.7(81/98) 81.0(81/1∞) 
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第 lの網羅的な抽出方法では、予想通り再現率が最大 (71.0~ 98.0%) となるが、言い
直し以外の音節列も一緒に検出されるために適合率はかなり低い値 (16.0 "'OJ 36.6%) とな
っている。一方、適合率 Pと再現率 Rの積 PX Rの値では、第 2の方法(包含される部
分列はのぞき、拡大 n-gramでその半分以上の音節列が前後で一致する)で最大となり、
P=82.符色、 R=81.0%(積 px R=66.9) というよい精度が.えられることが分かった。




















































土肥~II~わるいとわおもわ I 2 
.!!:~t わるいとわおもわ I 2 
Z巴旦IL豆巳主主主主坐~
(i.gramll ~ 、とわおもわ 1 2 
5・gramとわおもわ 2 
4・cramわおもわ 2 













他 ーレ 原 文字列単路
採 i臼致コ
文 l文 [ソー トあり]否 文 1¥' 字 字ド 地 (先頭部分)数 数 Nc
016 61 1 19いとわおもわないの x 10 0"110 1そんなにようだし、も
016 11 2 12いとわおもわるいと
011 11 3 %い白ですけれ器G"E五E 
011 01 4 8いもわるいと
x 10 01 5 6 うだいもわる
x 10 0133 
2ん江にようだFE志い1)1亙も5わ
011 0117 3なにようだ る
x 10 0118 4にようだし、 L 、
xlO 0111 5ょうだいもわるいと
013 31 6 22おもわない、吉の石です否1けJ 
013 01 7 15 おけれもわるL
x 10 01 8 
30 五どEもE 
x 10 01 9 291すけ
x 1 0 0110 1そんなにようだいE
x 10 0111 7だいもわるいとわおも
x 10 01 5 6 うだいもわるいとわ
x 1 0 0112 7 だいもわるいEと石わ石おミもー
011 01 4 日いもわるい
019 0123 9 もわるいとわおもわ
018 0132 10わるいとわおもわもわるな
017 0126 1 るいとわお い
x 10 0112 28ですけれども
日 |陀と石わ石お石も有わな志FいのE石で
x 1 0 0115 32ども
011 1116 25ないのですけれどE
争ー
O 6 1 2112 
川!防応1とも玉わEとE五わおる五iELも国EFわもとEわる王五いおる子五もとも元わE オとフ一O O O I~ 若山。7115 
O 9 9 22116 
011 0117 3なにようだし、もわる 018 8131 17わるいとわおもわる
x 10 0118 4にようだいもわるい
x 10 0119 27のですけれども
~H 1120 3五3も石fi.~ ，百モ子可五2121 
O 7 7 25 
18 るいとわおE石おも百わもFわなEない7い申で。6 6 1 9いと
I百O 5 13 20とわお4 2R 
019 9122 16もわるいとわおもわ 。3 3 6 
019 0123 9 もわるいとわおもわ O 2 z 21 
× 。。24 
lRは医同庁EFうET完だE←石も一石長も一わE1bI一石る元一いf訂一Iとτ ZO O 能 1 × 31 O 21わお否1も;わないのです
O 4 29 14わ わる子い可と石わおE 。 30 M わないので
。 30 
O O ÷H 月
x 。。19 
× 。。M 
x 10 01 9 291すけれども
x 10 01 8 30けれども
81 8 31117 わるいとわおもわる
81 0 32110 わるいとわおEわな
x 10 0127 31れp1;
x 1 0 0115 32ども













この方法は、第 1段階として網羅的にすべての n-gramを抽出する第 1の方法、および
内包される部分音節列を除いて最大の n-gramだけを抽出する第 2の方法によって n-gram
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